
令和4年度の簡易生命
表を眺めて

病院だより病院だより
　みなさん、こんにちは。病院の古武（ふるたけ）です。この原稿を書いているのは９月ですが、最近、
家の近くでリスをよく見るようになりました。冬支度をしているのでしょうか。調べてみるとエゾリス
のようです。私は大学で冬眠の研究をしていて、リスは冬眠するものだと思っていたのですが、エゾリ
スは冬眠しないとの記述があり、勉強になりました。冬になったら冬毛のエゾリスが見られたらいいな
と思っています。さて、今回は講演会の準備で、令和４年度の簡易生命表を眺めていました。そこで思
ったことを書いてみたいと思います。

　まず今回学んだのは、よく使わ
れる「平均余命（寿命）」という
言葉の定義は「０歳の赤ちゃんが
その後どれくらい生きるか」を示
すものだということです。一方、
令和４年度のデータによれば80
歳の女性の平均余命は11.74年で
す。つまり、80歳の女性は平均
して11.74年生きることが期待さ
れ、約91歳まで生きることにな
ります。これは0歳の平均余命の
87.09歳より長くなっています。

　また、もう一つの指標である「寿命中位数」は、「出生者のうちちょうど半数が生存すると期待され
る年齢」を表します。同じく、令和４年度の女性の寿命中位数を見てみると、89.96歳となり、半数の
人がほぼ90歳まで生きることが期待されることを示します。

　こういった統計学的な数字につ
いて考えることは非常に面白いで
すが、何よりも驚くべきことは、
今生きておられる女性の半分が
90歳くらいまで長寿を享受され
るという現実です。長寿の可能性
と希望について色々と考えさせら
れました。
　長く生きることに意義や価値あ
るかどうかは、個人の価値観や周
囲を含めた状況にもよるでしょ
う。「健康寿命」という言葉がよ
く聞かれるように健康かどうかも
大事でしょう。また、幸福感を感
じているか、社会や生活している
コミュニティへの貢献を感じているか、目標があり、それに向かって進むことで達成感や自己肯定感を
高めているかといったことも大切でしょう。
　一方で、健康問題、経済的な不安、孤独感などが長寿に関連する問題として挙げられています。人生
の質を向上させるために、長寿を追求することが必ずしも最善の選択ではない場合もありえます。
　町民のみなさんの人生の質を保ちながらできるだけ長生きしていただけるように、できることを模索
していきたいと思っています。

　今回の原稿の作成において、生成AIであるChatGPTに手伝ってもらいました。デジタル技術の進歩
は目覚ましいものがあります。AIを利用する側であり続けるために日々研鑽していきたいと思います。
最後まで読んでいただいてありがとうございました。ではまた。

[引用元：厚生労働省、令和4年度簡易生命表の概況　(https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life22/dl/life22-15.pdf)]

注：１）令和２年以前は完全生命表による。
　　２）昭和45年以前は、沖縄県を除く値である。

注：１）令和２年以前は完全生命表による。
　　２）昭和45年以前は、沖縄県を除く値である。

注：１）平成27年以前及び令和２年は完全生命表による。
　　２）昭和45年以前は、沖縄県を除く値である。
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